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関
東
森
林
管
理
局
管
内
は
、
都
心
か
ら
比
較

的
近
い
範
囲
に
、
大
規
模
な
崩
壊
地
等
を
復
旧

す
る
治
山
事
業
の
施
行
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
毎
年
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ラ
ン
な
ど
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
政
府
要

人
や
研
修
生
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
本
年

９
月
及
び
11
月
に
は
、
イ
ン
ド
・
ウ
ッ
タ
ラ
カ

ン
ド
州
の
ハ
ラ
ク
・
シ
ン
・
ラ
ワ
ッ
ト
森
林
・

環
境
大
臣
は
じ
め
、
政
府
関
係
者
総
勢
十
六
名

が
来
日
し
、
当
局
管
内
の
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
施
行
地
の
大
井
川
地
区
（
静
岡
市
）
と
小
山

地
区
（
静
岡
県
小
山
町
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
北
部
の
ウ
ッ
タ
ラ
カ
ン
ド
州
は
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
の
急
峻
な
地
形
を
有
し
、
人
口
の

多
く
が
、
燃
料
等
を
森
林
資
源
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
３
年
６
月
に
は
、
記
録
的
豪
雨

に
よ
り
、
大
規
模
な
洪
水
と
森
林
域
に
お
け
る

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
四
千
二
百
あ
ま
り
の
村

落
が
被
災
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
六
千
人
以

上
と
い
う
未
曽
有
の
山
地
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

同
州
に
お
い
て
山
地
災
害
復
旧
・
防
止
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
治
山
技

術
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
政

府
は
同
州
政
府
の
要
請
を
受
け
、
本
年
３
月
か

ら
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ウ
ッ
タ
ラ
カ
ン

ド
州
山
地
災
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
林
野
庁
か
ら
治
山
分
野
の
専
門
家

（
北
浦
眞
吾
・
元
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
所
長
）

等
を
派
遣
し
、
治
山
技
術
を
用
い
た
山
地
災
害

対
策
実
施
体
制
の
強
化
に
向
け
た
協
力
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

大
臣
一
行
は
、
９
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け

て
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
や
静
岡
森
林
管
理
署

管
内
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
施
行
地
を
視
察

し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
１
日
及
び
２
日
に
は

州
森
林
局
職
員
等
が
現
地
実
務
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
９
月
の
視
察
で
は
、
当
局
馬
場
敏
郎
計

画
保
全
部
長
、
金
子
守
男
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

所
長
、
松
永
彦
次
静
岡
森
林
管
理
署
長
等
が
現

地
案
内
・
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
大
臣
一
行
に

は
、
山
腹
斜
面
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ

る
土
留
工
や
法
枠
工
な
ど
、
様
々
な
治
山
技
術

の
適
用
箇
所
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
同
州
に
お
け

る
我
が
国
の
技
術
の
適
用
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し

た
。
工
事
を
安
全
か
つ
効
率
よ
く
進
め
る
た
め

の
足
場
や
、
施
行
地
周
辺
の
注
意
喚
起
・
緊
急

連
絡
体
制
情
報
等
が
整
然
と
整
理
さ
れ
た
工
事

表
示
板
な
ど
、
工
事
に
お
け
る
安
全
体
制
に
も

強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
・
ウ
ッ
タ
ラ
カ
ン
ド
州
森
林
・
環
境
大
臣
の
管
内
視
察

（
大
井
川
地
区
・
小
山
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
施
行
地
）

計
画
保
全
部

治
山
課

↑

ハラク・シン・ラワット森林・環境大臣
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限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本

有
数
の
崩
壊
地
や
富
士
山
の
山
麓
に
お
け
る
土

砂
発
生
源
対
策
な
ど
、
林
野
庁
が
行
う
山
地
災

害
対
策
の
最
前
線
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
臣
に
よ
れ
ば
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
と
大
井
川
地

区
の
山
々
は
よ
く
似
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今

回
の
視
察
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
山
地
災
害
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
か
さ
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地

域
の
森
林
保
全
、
防
災
・
減
災
に
役
立
て
ば
幸

い
で
す
。

今
月
の
表
紙

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
（
伐
採
造
林
）

の
現
地
検
討
会
を
開
催

下
越
森
林
管
理
署
は
、
今
年
度
か
ら
、
素

材
生
産
と
造
林
を
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
車
両
系
機

械
を
活
用
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
倒
、
グ
ラ
ッ

プ
ル
集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
造
材
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
運
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
は
、
木
寄
せ
や
集
材
・
運
材
等
に
使
用

し
た
林
業
機
械
（
グ
ラ
ッ
プ
ル
・
フ
ォ
ワ
ー

ダ
）
を
そ
の
ま
ま
地
拵
や
苗
木
運
搬
に
活
用

し
、
伐
出
か
ら
植
栽
ま
で
の
作
業
を
一
連
の

工
程
と
し
て
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
低

コ
ス
ト
化
を
図
り
ま
す
。

10
月
11
日
に
新
潟
県
阿
賀
町
古
岐
山
国
有

林
で
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
請
負
事
業
体

や
自
治
体
・
民
間
団
体
等
か
ら
64
名
が
参
加

し
、
作
業
状
況
の
見
学
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

民
有
林
へ
の
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

き
の
こ
特
集

秋
に
発
生
す
る
き
の
こ

ム
キ
タ
ケ
（
食
用
）

（
キ
シ
メ
ジ
科

ム
キ
タ
ケ
属
）

九
月
下
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
広
葉
樹

の
倒
木
や
立
ち
枯
れ
木
に
散
生
か
ら
群

生
し
ま
す
。

カ
サ
は
５
cm
か
ら
20
cm
、
表
面
は
淡

黄
色
か
ら
鮮
黄
色
で
微
毛
が
密
生
し
ま

す
。
表
皮
は
き
れ
い
に
剥
け
ま
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
古
く
な
る
と
ク
リ
ー

ム
色
に
な
り
密
で
、
ひ
だ
の
付
け
根
が

柄
と
直
角
に
接
す
る
直
生
で
す
。
柄
は

白
色
で
太
く
、
短
い
ツ
バ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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本
誌
第
１
５
８
号
（
平
成
29
年
8
月
発
行
）

で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
「
効

率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産
性
向
上
」

の
取
組
と
し
て
、
各
森
林
管
理
署
等
と
関
係
事

業
体
が
協
力
し
て
製
品
生
産
事
業
の
生
産
性
の

実
態
を
把
握
し
、
作
業
工
程
ご
と
の
課
題
や
改

善
方
策
等
を
共
有
す
る
取
組
を
試
行
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

【
現
地
検
討
会
の
実
施
】

こ
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

各
森
林
管
理
署
ご
と
、
あ
る
い
は
地
域
ご
と
に
、

地
元
の
行
政
も
含
む
民
有
林
関
係
者
や
関
係
事

業
者
等
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
現

地
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

9
月
に
会
津
署
、
南
会
津
支
署
、
新
潟
ブ
ロ
ッ

ク
（
下
越
署
、
村
上
支
署
、
中
越
署
、
上
越
署

合
同
開
催
）
、
茨
城
署
で
、
10
月
は
東
京
神
奈

川
署
、
日
光
署
で
、
11
月
は
静
岡
署
、
群
馬
署
、

千
葉
所
で
実
施
し
、
他
の
署
等
に
お
い
て
も
今

年
度
中
に
開
催
の
予
定
で
す
。

検
討
会
で
は
、
署
及
び
局
か
ら
生
産
性
向
上

の
意
義
、
低
コ
ス
ト
作
業
等
に
結
び
つ
く
参
考

情
報
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
実
施
事
業

者
が
実
際
の
日
報
等
を
も
と
に
、
工
程
管
理
を

行
っ
て
把
握
し
た
現
状
の
分
析
結
果
等
か
ら
顕

在
化
し
た
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
地
で
作
業

状
況
も
確
認
し
な
が
ら
意
見
交
換
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
現
地
検
討
会
の
効
果
等
】

現
地
検
討
会
の
中
で
、
他
者
か
ら
見
た
気
付

き
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
で
課
題
の
改
善
方
向

の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
り
、
参
加
し
た
事
業
者

の
方
に
工
程
管
理
を
通
じ
た
作
業
工
程
の
チ
ェ
ッ

ク
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。検

討
会
に
お
い
て
、
各
事
業
者
さ
ん
か
ら
意

見
と
し
て
、
あ
る
い
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
出

さ
れ
た
工
夫
や
留
意
点
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

「
作
業
道
作
設
に
つ
い
て
」

○
作
設
の
効
率
性
を
上
げ
る
た
め
、
伐
倒
機
能

と
グ
ラ
ッ
プ
ル
機
能
を
有
す
る
多
機
能
土
工
用

バ
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
を
活
用
。

○
作
設
作
業
や
運
材
作
業
の
効
率
性
を
考
慮
し
、

作
業
道
を
緩
や
か
に
す
る
。

○
可
能
な
限
り
下
げ
荷
に
な
る
よ
う
土
場
を
含

め
て
路
線
計
画
し
、
土
場
ま
で
の
集
材
距
離
が

最
短
と
な
る
よ
う
作
業
道
を
作
設
。

○
根
株
等
を
利
用
し
耐
久
性
を
持
た
せ
た
作
業

道
を
作
設
。

「
伐
採
・
木
寄
せ
に
つ
い
て
」

○
間
伐
で
は
、
木
寄
せ
を
考
え
つ
つ
、
か
か
り

木
と
な
ら
な
い
よ
う
ク
サ
ビ
等
を
使
用
し
て
意

図
す
る
方
向
に
確
実
に
伐
倒
。

○
作
業
道
に
対
し
て
、
若
干
斜
め
に
列
を
見
通

し
て
伐
倒
。

○
搬
出
路
の
近
く
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
り
伐
採

か
ら
木
寄
せ
ま
で
一
連
で
実
施
。

○
造
材
し
や
す
い
若
干
広
い
場
所
に
数
十
本
単

位
で
木
寄
せ
。

○
軽
量
の
強
化
繊
維
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
な
ど

し
て
、
木
寄
せ
作
業
を
軽
減
。

「
造
材
・
運
材
に
つ
い
て
」

○
造
材
の
際
、
運
搬
や
土
場
で
の
巻
き
立
て
を

考
慮
し
て
、
長
級
と
材
種
ご
と
に
あ
る
程
度
仕

分
け
を
行
う
。

○
運
材
距
離
が
長
い
場
合
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の

複
数
台
導
入
や
移
動
速
度
の
速
い
フ
ォ
ワ
ー
ダ

の
導
入
に
よ
り
運
材
効
率
を
向
上
。

【
更
な
る
生
産
性
向
上
に
向
け
て
】

一
口
に
「
生
産
性
」
と
言
っ
て
も
、
傾
斜
な

ど
の
地
形
的
条
件
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
大
き

く
変
動
し
ま
す
が
、
条
件
に
応
じ
て
効
率
的
に

実
行
で
き
る
人
員
の
投
入
、
作
業
の
仕
組
み
に

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
の
生
産
性
向
上
の
取
組
を
、
関
係
事
業
者
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
Ｐ
（P

l
a
n

：
計
画
）
Ｄ

（Do

：
実
行
）
Ｃ
（Check

：
評
価
）
Ａ
（Act

：

改
善
）
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

『
生
産
性
向
上
現
地
検
討
会
』
を
各
署
で
実
施
し
て
い
ま
す

森
林
整
備
部

資
源
活
用
課

作業システム例

（森林作業路上でのプロセッサによ

る造材・グラップルによる積込・フォ

ワーダによる運材）

現地検討会

（現場の状況把握と意見交換）

現地検討会

（生産性向上の意義、現状分析の説明）



（５）平成２９年１１月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１６１号

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
保
全
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
で
は
、

各
教
育
機
関
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
小
笠
原
の

国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
環
境
教
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
29
年
度
に
行
っ

た
環
境
教
育
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
は
、
小
笠
原
の

自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
世
界
自
然
遺

産
地
域
に
お
け
る
自
然
保
護
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
父
島
属

島
の
兄
島
で
校
外
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、

保
全
セ
ン
タ
ー
、
小
笠
原
村
等
と
連
携
し
て
実

施
し
、
前
段
と
な
る
事
前
授
業
で
は
、
小
笠
原

に
広
が
る
乾
性
低
木
林
や
小
笠
原
の
生
態
系
を

脅
か
す
外
来
の
動
植
物
を
駆
除
し
、
固
有
の
生

態
系
に
戻
す
修
復
事
業
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
（
写
真
１
）

11
月
10
、
11
日
の
校
外
学
習
当
日
は
、
事
前

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
父
島

で
は
絶
滅
し
て
い
た
り
希
少
と
な
っ
て
い
る
動

植
物
や
陸
産
貝
類
（
一
生
を
陸
で
暮
ら
す
貝
類
）
、

固
有
昆
虫
類
に
多
大
な
被
害
を
与
え
て
い
る
外

来
種
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
対
策
の
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
（
写
真
２
）
ま
た
、
落
ち
葉
が

堆
積
し
て
固
有
種
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

や
在
来
植
生
の
生
息
を
脅
か
し
て
い
る
モ
ク
マ

オ
ウ
や
、
海
岸
付
近
に
繁
茂
し
て
い
る
ラ
ン
タ

ナ
等
の
外
来
種
の
駆
除
を
行
い
、
駆
除
の
大
変

さ
や
本
来
の
生
態
系
へ
戻
す
こ
と
の
困
難
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。
（
写
真
３
）

参
加
し
た
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、
「
自
分
が
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人

が
苦
労
し
て
、
時
間
を
か
け
て
世
界
の
財
産
を

守
っ
て
い
る
ん
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
笠
原
高
校
の
ほ
か
、
母
島
小
学
校
、

母
島
中
学
校
、
小
笠
原
中
学
校
、
東
京
都
立
瑞

穂
農
芸
高
校
や
筑
波
大
学
大
学
院
の
環
境
教
育

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ

る
小
笠
原
の
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
、

今
後
と
も
環
境
教
育
等
を
通
じ
て
、
小
笠
原
の

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、
保
全
の
重
要
性
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
子
ど
も

た
ち
か
ら
御
家
族
や
島
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
が
っ

て
い
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

写真３ 外来種駆除作業

写真２ 乾性低木林の説明

写真１ 事前授業風景

小
笠
原
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
に

～
地
域
と
の
協
働
・
連
携
の
取
組
～

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

表１



日
光
森
林
管
理
署
は
、
栃
木
県
内
を
流

れ
る
鬼
怒
川
・
渡
良
瀬
川
の
両
流
域
に
あ

る
約
８
万
５
千
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て

お
り
、
９
つ
の
森
林
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

私
の
勤
務
し
て
い
る
川
治
森
林
事
務
所
は
、

日
光
市
の
う
ち
、
旧
藤
原
町
中
南
部
の
約

５
６
０
０
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま

す
。管

内
の
約
96
％
が
山
岳
地
帯
で
、
中
央

部
を
鬼
怒
川
、
北
部
は
支
流
の
一
つ
で
あ

る
男
鹿
川
が
流
れ
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て

南
北
に
会
津
西
街
道
（
国
道
１
２
１
号
線
）

が
縦
断
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
川
治
温
泉

と
鬼
怒
川
温
泉
が
あ
り
、
そ
の
間
に
は
、

奇
岩
と
紅
葉
の
名
所
と
し
て
名
高
い
「
龍

王
峡
」
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
龍
王
峡
遊
歩
道
」

を
散
策
す
れ
ば
、
四
季
折
々
の
渓
谷
美
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
光
市
と
那
須
塩
原
市
を
結
ぶ

「
も
み
じ
ラ
イ
ン
」
沿
い
は
、
新
緑
や
紅

葉
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
国
有
林
を
活
用
し

た
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
、
日
本
三
百
名

山
の
高
原
山
等
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
「
緑
の
ダ
ム
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
す
か
。
森
林
の
土
壌
は
、
小

さ
な
隙
間
が
多
い
こ
と
や
落
葉
な
ど
が
重

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
降
っ
た
雨
を
一

旦
隙
間
等
に
蓄
え
る
働
き
（
水
の
貯
留
機

能
）
や
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
流
す
働

き
（
洪
水
の
緩
和
機
能
）
が
あ
り
、
「
緑

の
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
管
内
に
は
、

下
流
河
川
の
氾
濫
の
防
止
、
農
業
用
水
の

供
給
や
発
電
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
、

五
十
里
ダ
ム
、
川
治
ダ
ム
、
湯
西
川
ダ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
ダ
ム
と

と
も
に
、
「
緑
の
ダ
ム
」
も
首
都
圏
の
重

要
な
水
瓶
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
７
月
の
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
に

は
、
ダ
ム
管
理
者
と
合
同
で
、
親
子
等
を

対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
水
の
浸
透
の
違
い
を
比
べ

て
、
緑
の
ダ
ム
の
機
能
を
体
感
す
る
実
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

当
署
の
管
内
で
も
ク
マ
や
シ
カ
に
よ
る

樹
木
の
食
害
（
剥
皮
被
害
）
が
顕
著
に
み

ら
れ
、
剥
皮
被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。
剥
皮
防
止
資
材
に
は
様
々
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
利
用
し
て
い
る
の

が
、
白
い
生
分
解
性
の
テ
ー
プ
状
の
も
の

で
す
。
荷
造
り
に
使
う
ビ
ニ
ー
ル
紐
の
よ

う
に
軽
く
て
扱
い
や
す
く
、
５
～
10
年
程

度
は
機
能
を
維
持
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

将
来
的
に
は
自
然
に
か
え
り
ま
す
。
た
だ
、

非
常
に
目
立
つ
た
め
、
観
光
名
所
な
ど
の

近
く
で
は
、
目
立
ち
に
く
い
非
分
解
性
の

ネ
ッ
ト
状
の
資
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

テ
ー
プ
状
の
も
の
と
比
べ
て
「
コ
ス
ト
が

掛
か
る
」
、
「
樹
木
の
成
長
に
あ
わ
せ
て

緩
め
る
作
業
が
必
要
に
な
る
」
と
い
っ
た

課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ヤ
マ
ビ
ル
が
林
業
従
事
者
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
、
シ
カ
、

ク
マ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
中
大
型
哺
乳
類
の

血
液
を
摂
取
し
な
け
れ
ば
成
長
で
き
ず
、

卵
を
産
む
こ
と
も
な
く
死
ん
で
い
き
ま
す

が
、
シ
カ
の
増
加
に
伴
い
、
ヤ
マ
ビ
ル
の

数
と
生
息
範
囲
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
知

ら
ぬ
間
に
ヤ
マ
ビ
ル
が
靴
下
の
中
や
背
中

な
ど
全
身
の
至
る
所
に
潜
り
込
み
吸
血
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
現
場
作
業
の
支

障
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
シ
カ
等
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
た
被
害

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
治
森
林
事
務
所
に
着
任
し
て
１
年
半

が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
経
験
不
足

の
感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
先
輩
方
の
知
恵

を
借
り
な
が
ら
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
低

コ
ス
ト
の
森
林
整
備
を
進
め
、
よ
り
良
い

形
で
開
か
れ
た
国
有
林
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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